
令和元年度第１４回公立大学法人滋賀県立大学役員会議事録 

 

日時・場所：令和２年３月１７日（火）15:30～17:15 評議会室 

出 席 者：廣川理事長、青木副理事長、倉茂理事、山根理事、髙橋理事、 

林理事、木村理事、山本監事、元永監事 

事 務 局：久保田事務局次長、山田総務課長、辻財務課長、小椋経営企画課長、 

澤村学生・就職支援課長、郡田教務課長、土渕地域連携・研究支援課長 

杉田課長補佐、吉田主幹 

   

   令和元年度第１２回公立大学法人滋賀県立大学役員会議事録（案）について、 

原案のとおり承認された。 

 

議 題 

（審議事項） 

１ 教教分離の実施時期について 

    廣川理事長および山田総務課長から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のと

おり承認された。 

 

   〔主な意見・質疑等〕 

・実施時期を延期する理由を聞くと、本当にこの 4 月から実施することが可能であ

ったのか疑問に思う。教教分離を実施することは所与のものと思っていたが、開

始時期が遅くなっても良いのなら、教教分離をすることの利害得失から考え直す

ことも必要ではないか。 

→教教分離を実施することは必要と考えている。今後学部学科の再編を行うこ

とは避けられない。そのためにはまず教教分離により教員組織と教育組織を

変える必要がある。 

助教の勤務形態の見直し等、他の業務がひっ迫した関係で、教教分離の議論

が中だるみした時期があり、教員の理解を得る取り組みを進められなかっ

た。今後は、しっかり議論を継続して、理解をいただいて 1 年後の教教分離

を実現したいと考えている。 

     ・教教分離後の組織形態や全体像について、例えば研究院数をどうするのかなど具

体的な組織図等を見せていただきたい。組織形態が定まらないと手続きは進まな

いので、まずそこを決めていただく必要があると考える。 

       →組織形態については、次回役員会でお示しするよう準備したい。 

・一般の教員からの頑強な反対を受けて、半年以上説得に周った経験があるが、そ

ういう反対は出ていないか。 

→真っ向から反対というよりは、各種の質問が噴出している状態であり、教教

分離をする必要性については、一定理解を得ていると考えている。 

各学部からメンバーを出して検討したワーキンググループにおいて、教員組

織と教育組織を分離することについてのコンセンサスを得ており、異論はな

い。 



２ 第３期人事計画の改定について 

   審議事項１において教教分離の実施時期を延期することが承認されたことを受けて、

「第３期人事計画の改定について」を追加審議事項として提案することが諮られた。提

案が認められたことから、山田総務課長より資料に基づき説明があり、審議の結果、原

案のとおり承認された。 

 

３ 令和 2 年度計画（案）について 

    小椋経営企画課長から、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認さ

れた。 

 

   〔主な意見・質疑等〕 

・資料 8 頁の No.1 では、教職員団体から強い表現での意見が提出されている。質問

が出ている状況という審議事項１での説明と捉え方が異なっている。教職員の理

解が進んでいないという点に通じているのかもしれないが、学内の雰囲気がどう

なっているのか気になる。 

  →組合交渉では、頭から反対と主張されており、議論が成り立たない状況とな

っているが、時代の趨勢からみて、教員の評価はしっかり行うべきと考えて

いる。今後もお互い話合っていくほかないと考えている。 

 

 ４ 令和２年度予算（案）について 

    辻財務課長から、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

 ５ 学内規程等の改正について 

    土渕地域連携・研究支援課長および山田総務課長から、資料に基づき説明があり、審

議の結果、原案のとおり承認された。 

 

   〔主な意見・質疑等〕 

・無期転換契約職員給与規程について、なぜこういう規程となるのかがわからな

い。無期雇用に転換すれば、普通の職員と同じになるので、別の規程を設ける必

要はなく、正規の職員と同じ規程が適用されることになるのではないか。 

  →無期転換した契約職員に適用される規程として整備するもの。契約職員は特

定の業務に従事いただくが、正規職員は他部署への異動もあるなど業務内容

が異なるし、責任の度合いも異なる。このように業務上の差があるため別規

程として整理している。 

     ・同一労働同一賃金を踏まえてトータルで規程を見直す必要があるのではないか。

待遇の差が合理的かどうかについて疑義が生じたり係争の対象となっている。労

働者側から見て合理的であるかを一考してはどうか。 

       →待遇差が合理的かどうかで判断するものであるが、契約職員と正規職員では

業務内容も責任も異なるため、これによって生じる待遇差はやむを得ないも

のと判断し、これら就業規則を策定しているところ。必ず全く同じにしなけ

ればならないものではないと認識している。 



 

（報告事項） 

 １ 新型コロナウイルス感染拡大予防にかかる対応について 

    青木副理事長から、資料に基づき報告があった。 

 

 ２ 書面議決の実施結果について  

    山田総務課長から、資料に基づき報告があった。 

 

 ３ 令和元年度第３四半期までの予算執行状況について 

    辻財務課長から、資料に基づき報告があった。 

 

４ 令和元年度卒業・修了予定者の進路状況等について 

    澤村学生・就職支援課長から、資料に基づき報告があった。 

 

５ 令和２年度入学特別選抜および一般選抜の状況について 

    郡田教務課長から、資料に基づき報告があった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


